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情 報 部 会独んすよが経く余ぢづくつ協錘会

皆さんは次のうち何個知つていますか。陶山に住んでいても知らないことが多いものです。

「温故知新」観光部会に入つて研究視察し、陶山観光ボランティアになりましょう。

一
年
を
振
り
返
っ
て

会
長

　

惣

津

章
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陶
山
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足
し
て
か
ら
二
年
が
経
過
し
、
陶
山
地

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
賜
り
、
平
成
二
十
二
年
度
の
事
業
計
画
も
ほ
ぼ
予

通
り
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
天
候
不
順
の
影
響
で
物
産

販
売
部
の
青
空
市
が
、
今
少
し
伸
び
悩
ん
だ
の
が
ざ
ん
ね
ん
で
す
。

物
産
販
売
部
と
し
て
は
、
来
年
度
、
福
祉
施
設

「と
き
わ
」
と
農
家
と
の

約
栽
培
計
画
、
そ
し
て
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の

一
環
と
し
て
植
木
鉢
ジ
サ

イ
ク
ル
計
画
な
ど
を
推
進
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
交
通
問
題
で
は
、
研
究
部
会
の
立
ち
上
げ
と
高
齢
者
の
安
全
運
転

の
推
進
、
総
務
部
会
で
は
、
陶
山
地
区
の
文
化
資
産
検
証
事
業
の
推
進
、
そ

し
て
、
総
務
部
会
に
よ
る
第
二
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ

（こ
ど
も
対
象
）
の
実

、
情
報
部
会
に
よ
る
会
報
の
発
行
等
を
今
年
度
は
実
施
し
ま
し
た
。

立
ち
上
げ
予
定
の
観
光
都
会
も
現
在
陶
山
地
区
の
観
光
推
進
計
画
を
企

画
中
で
、
陶
山
地
区
の
マ
ッ
プ
や
観
光
小
冊
子
の
編
集
も
準
備
し
て
い
ま

づ
^

現
在
収
録
し
て
い
る
陶
山
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
は
、　
一
一
〇
ケ
所
以
上

り
、
幻
の
池
と
い
わ
れ
る

「に
ひ
た
池
」
と

「有
田
池
」
、
篠
坂
の
岩
風
呂

に
ま

つ
わ
る
話
、
押
撫
の
熊
野
古
道
や
河
童
の
地
名
な
ど
、
知
ら
れ
て
い
な

い
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
は
、
陶
山
の
歴
史

「陶
山
百
選
」
の
研
修
会
な
ど
も
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

有田地区

・吉浜干拓境石

・幻の有田池

。逆さ矢竹

・千人塚

・向山古戦場

・常夜燈

。さんたわ

。野宮

・国司神社

・陶山一族の供養塔

・那須与一ゆかりの門

。おたかさん

。有田貝塚

。在田城跡

・清水乾山の碑

押撫地区

・三塚古墳

。二つ塚古墳

。かんなわ流 し

。胡田

・皇子神社

・的場

。夕 日

・小西行長一族の墓

・押撫の地名

。こうご (河童 )

篠坂地区

・真言宗三宝院

・篠坂山泉福寺 12坊
。大坊跡

・きょうぐろ

・修験道

・修験者秘薬阿羅尼助

。あかはに焼

・不老川とこうめん

。神之峰大師堂

。オユミ。射的の神事

。諏訪神社

・左山神社

・小丸跡

・氏神争い

。尻貸し (借 り)荒神

入 田地区

・入田城跡

。東奥池 トンネル

・番所跡

・庄屋屋敷跡

。福山往来

。若宮様

・入田の四つ堂

。入田古墳

。たたらと炭焼き跡

・仁池

。大嘗会の古歌

。国司神社

・百姓一揆犠牲者の墓

。千三年の鳥居松

・水銀採取



交通問題研究部会発足
陶山地区みんなが

輝 くまちづ くり

あ幹垂熊若マータの記中|〔 ついマ
陶山地 lて みんながHtく fkちづくり協議会では、1)つ と住みよい砕J山 をめざした

まちちくり活動を行つていま1,そ の活動の中で交苅‖〕離1研究編会ではノ交通問

題全般に
',り

N1/1′ てしヽィk,ィ〉

このたび、陶山地区内の 75歳以 上 (14成 24年 3月 81日 )の 自動1[運転

者の方に F高齢選転イマークJを提供し、まず交通安全をめざすこととし求し

た。白助 ,Iと に引メiり ′)け てィたり 層安全な運転に心が1,、 供適な毎日をお過ごし

ください,

平 成 23年

10月 15日

構成員は笠岡交通安全協会陶山支部の 17人と陶山小学校交通安全母の会の4人 計 21人です。

勢
　
負， 9 日   l,

平成 23年度の活動としては、陶山地区の75歳以上の方に高齢運転者マークを配布しました。

ご 注 意 く だ さ い

陶山郵便局の下の交差点から備南街道

までの旧県道は登校児童保護のため次

の時間帯は車両の通行が禁止 されてい

ます。 (井笠バスは除く)

午前 7:00～ 8:30

陶
山
地
区
み
ん
な
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
十
月
十
五
日

「交
通
問
題
研
究
部
会
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た

部
会
長
に
瀬
戸
伸
次
朗
氏

。
副
会
長
に
黒
田
正
治

氏

。
松
浦
宏
美
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

高 橋 将 元 浦 部 芳 郎 坂 本 和 子黒 田 正 治

佐 藤 達 海 西 江 謙 治 西 江 昌 展坂 本 光 弘

関 藤  功 樋 上 邦 恵永 野 小夜子 金 平 英 夫

瀬 戸 信 吉松 成 信 重 瀬 戸 伸次朗 藤 田  潔

藤 井 順 子

西 江 瑞 枝 高 橋 教 恵 関 藤 聡 慧松 浦 宏 美

閥

圏

田

□
圏口



陶山まちづくり協議会

平成 23年 11月 23日

陶山公民館 集会室

・
ノ

小学生男子グループの真剣な話 し合い 中学生男子グループでも真剣な討議が展開

小学校女子グループの話 し合い
中学生女子グループが発表 しているところ

去る 11月 23日 (勤労感謝の日)陶山公民館に小学校上学年と金浦中学校へ通 う中学生に集まつて

もらつて陶山の良い所や悪い所を自由に話し合ってもらい、もつと住みよい陶山にするにはどうした

らよいか話し合つてもらいました。主なものは次の通 りです。 (小学生 14名 。中学生 15名参加 )

陶山の悪いところ

・外灯が少なくて夜は危険

・害虫や蛇が多い。

・イノシシが出て危ない。

・人口 (こ ども)が少ない。

・猫を捨てる人がいる。

・道が狭い。坂が多い。

・荒れた田畑が多い。

・中学や高校が遠い。

・公園やスーパーがない。

・公衆電話が少ない。

。近くに友達がいない。

改善案

。外灯を増やす。

・大人になつて陶山に住む。

・動物注意の看板が欲 しい。

。ボランティアでゴミを拾う

。福祉のことに関心を持つ。

・サッカー場が欲 しい。

・なんでもある店が欲 しい。・

・陶山B級グルメをつくる。

・ゲームセンターが欲 しい。

・人口増加を真剣に考える。

。荒れ地を無くして欲 しい。



物産販売部会年末特集
毎月第2日 曜日午前 8時 30分から行つている陶山青空朝市を12月 は第 4日 曜日にも行ないま

した。年末ということもあつて大勢のお客さんが来られて盛会でした。当日は二月盆栽の講習会

もありました。

新鮮な野菜がたくさん出品されました 「ときわ」では野菜・果物・花の苗を販売

ガ

r マ

レジの前には行列ができました 加工品売場です。たこ飯 。車もち 。あわせ醤油等

p 正
月
盆
栽
の
完
成
例
で
す
。

鉢
と
材
料
で
三
千
五
百
円
で
す
。

手前の男性が講師の西山先生です。女性の方も大勢

講習を受けていました。先生が優 しく指導してくれ

るので、来年も作りたいといつていました。

梅は2月 に入つて満開になりました。

喫
茶

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
お
茶
と

コ
ー
ヒ
ー
を
無
料
サ
ー
ビ
ス

し
て
い
ま
す
。

肛
田

″麟 Ⅲ


